
りゅうせっこ

制御線を通じて被制御所の受信縦m総群のうちコードに応じた

ものだけを動作させる。これによって進路の選別は可能となり ，

継地連動装位の場合と同様の動作I1阪序により ， 転轍昔誌を転換し，

f百号機に進行を指示する信号をE見示させる。そうしてこれら現

場の状態が変化すればそのつど表示発信継7日時群により，その

状態を制御所に送信し，制御量産上の表示灯が現場と同様の状態

を表示する。 取扱者ーはこの表示灯を隊問、しつつ， 迅速かつ確実

に操作を行うことができるのである。この遠隔制御方式は骨列

車集中制御法の方式がそのまま使えるが，この選別コ ー ド式で

は 1 つの制御 ・ 表示にそれぞれ 2-4 秒の l時聞を援するので，

最近米国ではシゾクロステップコード制御方式およびマルチプ

レックスコ ー ド制御方式が，複雑な駅階内の制御用として生れ

た。これは機械式娠動子または商店l淡を応用したもので. 1 秒

程度の所嬰l時間でたりるものである。(庖松広一)

りゅうせっこう 流雪溝 除雪のため，人力や雷除列車等に

より速くまで雪を巡搬するかわりに. ~t地を役入し，流水によ

り巡搬するために造られた7k一一

t品。 雪国では従米，河川やj 円

水路をいわゆる流雪構として

利用して，除雪の効果をおげ

ていたが，鉄道が流雪踏を造

り ， これを利用するよ うにな

ったのは. 1I!l和の初め頃から 長二日
である。流雪構は降雪地の停 流雪 ìfll

車場や操車場の椴内の線路の問， および除雪悶Mな阿切取区間

の路盤にそ って造られる。一部には耕水'(#1 と ~rt汗l したものもあ

る。水源より水をみちびく導水路と，主体である務t1è7溝および

昔Ië雪慨に投入された雪塊を放流する放水路からなってい る。fIIi

造はコ γP リート，鉄筋コ ンク リート， 石町\.コ ン F リ ー トプ

ロック造りがあり，形はおおむねU字形て'ある。却水路にはこ

のほか管類を使用したものもある。

部E雪務の作用 流 hll 税断而図

は，投入された コ yクリート 鯨防コン夕刊 継E綾検

雪見の一部を水 a乞旦竺_!.4" 宅担丘E!_O

沼により 融解し，同 防、拘阿 付寸3 思時四

残余を流水によ 止]以ザlUtJt 職担在家
り巡搬するもの LLι_j' ll..<以=:J.~ - 凶

である。 水砲により 融雪することは， 放水路を有しない駅間の

流雪総では重要な要素となることもあるがs 一般にはあまり|別

組ではない。後能を完全に発持11させるためには，これを利用す

る間際上の降雪を処理するために必要かつ十分な流誌を得るこ

とである。 駅間ではだL 、たし、 O.05m'/秒以上.m内では一般駅

の場合 O.1m'j 秒以上あれば十分である。流:!îH主流速・断面 ・

f，l'1 g語材料に関係しており ， 一慨に l つ l つを限定するこ とは困

難である。流速は流雪講中に土砂を沈澱させることなく，流下

させる程度のものが必要で，最小限 O.6m/秒は必要である。勾

配は一般に 1 以上を考えればよ い。断fiíiは7k理学的に多少欠
500 

点はあるが作業上U字形がよく，断面中日は 60-80cm が適当で

ある。水深は雪郷を流下させるためには少なくとも 10cm 以上

が必要であり ， 滋水等を考慮すれば流酬の深さの÷以下とす
ることが必袈である。

十分な流五tをwるためには，水源の選択が:m:裂である。水源

が良好であれば流雪溝はきわめて経済的て・ある。水源としては

河川，潟水， 話車井戸およびずい道その他からのわき水が利用さ

れている。河川は海水や深井戸にくらべ水祖は低いが，十分な

水お:が得られ， 自然、流下のものが多い。乱流する河川では取入

口に注怠を要する。海水や深井戸は水温は高L 、が， ポンプでく

み上げなければならず， 経済的に不利である。ずい道その他か

らのわき水は水温も高く，常に一定の水量が得られるが，姐;が

少ないのが普通である。水源としては流雪綿に必嬰な流量の 2

-3 倍の流iii:がfせられるものが必要である。新t雪i，vil1放水路に

も注意を援する。昔lc:!il:が十分であっても放水口付近の河川に雪

塊が残留するようでは， 流雪器等自休の効果をいちじるしく減殺

する。(尼崎男子)

りゅうちし 々 留置車 行先未定または発送準備の完了しない

貨車のうち，当分使用または回送の見込みのないため，鉄道管

理局の指示によって留置した貨車をL、う。貨車の留置は， 全体

的に貨JI1が遊休気味になっている状況において. 1ft例上おおむ

ね 3 日間以上にわたって， 使用または回送の見込のない場合に

行うものである。駅は貨車を留置する場合は， 鉄道管理局に申

li~ で， 官1111 しようとする貨車について認証を受けなければなら

ない。 長JtlJにわたる留置]lï I1 . L封鎖1 と称す るこ と がある。

(笹澗次)

りゅうちし 伊 り ょう 留置車両 (英) retained car 停車場

内にーl待留めておく車両のことをしづ。峨関JIi ・ 3年111 または貨

111等のいわゆる 111雨は，列車に連結されて巡転されるまでの聞

には，停車場内で荷物の鎖倒lのため，または列車に連結するの

を待っているため，あるいは他の線路に向うためなど一時留め

ておかなければならないことがある。このような車両を留置車

両といい， 列車に述結され巡転することとなる車両と区別して

いるのである。(三和逮忠)

りゅうちりょう 留置料 荷送人が託送の目的で駅榊内に持

込んだ貨物を託送まで-11寺駅栴内に留置く場合，または貨物が

~Ví駅に到活し荷受人が受取ったのち，もしくは発似て・託送取消

しをして ， 駅構内から持出さない場合において鉄道が荷受人ま

たは荷送人から収受する料金をいう(鉄道巡輸規程第 47 ・ 71 条)。

留置料は鉄道が駅構内に貨物を留置することを許容したこと

に対して支払われる対価てeあって，その性質は土地の使用料に

類するもので，鉄道が貨物の保管資任を負っている場合に収受

する保管料や， 一時預り料とはその性質を異にしている。した

がって儲位料の官官は保管料や一時預り料とは低額であるべきで

あり，国鉄においては貨物保管料のま州当する額となってい
る。

住ltI1料は貨物を~{f泣く場合に収受するもので貨物留置料とも

いわれているが，般的l:!'r主負担の貨物のt資産11 しを ， 倒的JI時間内

に完了しなかった峨合に収受する貨車留世料とはその性質を具

にしている。(小林倉雄)

り ゅうど うかし 々 すう 流動貨車数 停車場における取扱:l:'r

111数を， 入込および送出の方向別に分けて.W事の流動状況を

考えた:!'r111数である。 通常， 入込区分は線区別に L東海道線東

京方から1 あるいは u成東貨物線から1 等に区分し，送出区分

は主要銀総区分または線区見IJに区分する。これによって中継車

および迎J@III . 到tiIjI.発送車の流動方向，およびその貨車数

を判別し貨車の流動状況をは爆することができる。(内田常彦)

り ゅ うど う ねんり ょ う 流動燃料 (ぬ \iqu id fuel 一般的

には液体燃料といわれているが，大別するとガソリン (gasolin) • 

灯油 (keros i ne) . 軽;，1 ， (gas o il ) . 重油 (fuel o il ) の 4 Ð1J類とな

る。これらをさらに細別するとガソリソは航空用・ 自動車用 ・

工業用，灯油は l当灼計11 ・ 茶灯油 ・ 信号灯油. ~~fìrlJ I1 Y.r通軽ìlll ・

ディーゼノレ軽illl . llì ilHは A 童話1I . B 重油 ・ C llììluに区別される。

わが国におけるこれら燃料油の需給状況は下記の とおりである

(lIìl和 31 年)。




